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開学 20周年は 1996年から続く現地実習の 18周年であったが、特筆すべきは、同年 11
月に東洋大学で開催された研究大会において、現地実習の成果発表を行う機会に恵まれたこ
とである。








写真 1 発表会場にて：山田教授（左）筆者（奥左）堀氏（手前右）（2014 年）
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表 2 2016 年度 東アジアコース（台湾、グアム）概要一覧



























































































写真 2 開南大学での「琉球語講座」（2014 年、筆者撮影）
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写真 4 協定大学・開南大学人文社会学院 趙順文院長による講義（2015 年、筆者撮影）
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8） 住江淳司によれば、名桜大学設置申請の 1993年には、ブラジルには日系人 150万人（沖縄系
























































20） 詳細は次の通り。2014年度：8月 28日～9月 26日、22日間（台湾、香港、深圳、マカオ）
































【付記】 本稿は、2017年 7月 9日に日本国際文化学会 第 16回全国大会（於：宮崎公立大学）共通
論題 6「国際文化学の視点から考えるグローバル人材育成の新たな方法論」で報告した内容に大
幅な加筆修正を加えたものである。
